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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
・転倒転落スコアシート、LASMIの評価入力について
　対象者：2022年2月以降の新規・再開の青陽館利用者様
　　　　　赤石　陽介様・寺地　啓喜様・大久保　恵様・小山　優様・森田　清助様
　　　　　山本　真智子様・草野　秀光様・竹洞　総子様・雫石　めぐ美様・

三浦　なつみ様・前田　有理様・藤村　翔様・赤間　健太様・沢代　文男様

電カルへアップデートまで行いましょう。
・特別法人研修11/3あり

・11/7～OT実習生の実習が1ヶ月間あり。指導担当：蕨野さん
＜利用者様情報＞
デイケア

・神田　直樹様～性別：男性　年齢：38歳　診断名：統合失調症

西病棟入院中の方で本日母様同伴で青陽館見学を行っている。過去に青陽館を利用していた為概要は理解しているとの事でプログラム内容、ショートケアについて詳細を説明している。利用目的として「他者交流をしたい。日中活動をして、生活リズムを整えたい。」と返答している。今後は生活保護需給の申請をして11月中にグループホームへ入居予定だか、就労やデイケア等の日中活動が決まっているのが条件だが、自身が希望している就労先（B型就労）は定員オーバーですぐの就労は難しい状況であると。青陽館は退院して翌日から利用できる事を伝ると、デイケアとショートケアを週5回で併用しながら就労先を探して行くと話している。自身で就労先を探すのは大変であるとの事で青明舎を紹介している。入院中にデイケアの体験利用を促すが、「退院したら通わないと行けないから、大丈夫です。」と返答している。青陽館のパンフレット、利用時の書類をお渡ししている。退院日が決まり次第、連絡頂きたい事を伝えて、見学を終えている。
・藤村　翔様～父様が10/25新型コロナウイルス陽性者と接触があり、26日にグループホーム入居中の藤村様の当院受診に両親が同伴しているため、健康観察期間を設けていた。本日、本人・父母の体調変化が無い事を確認が確認が取れ、本日より通所再開可としている。しかし、本人様は「デイケアに行くと殺されそうだ」と訴えているとのことで本日は欠席している。
・沢代　文男様～就労先として通っている施設(柿の木苑)内で10/28(金)新型コロナウイルス陽性者が4名発生し、沢代様が26日(水)が柿の木苑の最終利用日であり接触があった可能性が有るとのことで健康観察期間を設けていた。今朝、グループホーム世話人に改めて体調確認を取り、本人様から検査の希望が有り今朝に抗原検査を実施し陰性であり体調変化も無いとの事。就労先は今週いっぱい休館になっているとの事であるが、本日デイケアは大事を取り休みたいとのことで明日は来所予定となっている。
ショートケア

・特記する利用者様はおりません。

デイナイトケア
・特記する利用者様はおりません。
＜青明舎登録者様 情報＞
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＜グループホーム利用者様 情報＞
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